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市
長
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こ
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№
50

　
６
月
５
日
㈮
、
国
東
市
戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
私
も
市
長
５
年
目

に
入
り
ま
す
が
、
多
く
の
式
典
の
中
で
、
戦
没
者
追
悼
式
ほ
ど
気
を
引
き
締
め
て

厳
粛
な
気
持
ち
で
臨
む
式
典
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
東
市
だ
け
で
も
国
の
た
め
に
戦
っ
た
２
千
２
百
余
柱
も
の
戦
没
者
が
お
ら

れ
、
そ
し
て
会
場
に
は
家
庭
の
中
心
た
る
人
を
戦
禍
で
失
い
、
戦
後
を
大
変
な
苦

労
の
中
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
遺
族
の
方
々
が
居
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
当
然
だ
と
思

い
ま
す
。

　
私
も
、
い
つ
も
よ
り
早
め
に
会
場
に
着
き
ま
し
た
が
、
も
う
既
に
遺
族
の
多
く

の
方
が
席
に
着
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
昨
夜
、
改
め
て
家
内
に
ア
イ
ロ
ン
を
当
て
て

も
ら
っ
た
式
服
に
身
を
包
み
、
黒
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
直
し
て
自
席
で
待
機
し
ま
す
。

　
午
前
10
時
の
開
会
前
に
、
進
行
役
の
女
子
職
員
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
、
私
が
白
手

袋
を
し
、
白
布
で
包
ん
だ
戦
没
者
の
名
簿
を
慰
霊
碑
の
前
に
奉
安
し
ま
す
。
そ
し

て
、
開
会
の
こ
と
ば
、
国
歌
斉
唱
、
黙
祷
と
続
き
ま
す
。

　
式
辞
を
読
み
上
げ
て
い
る
と
い
つ
も
胸
に
迫
っ
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま

だ
多
く
の
遺
骨
が
異
郷
の
密
林
や
海
底
で
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

　
広
瀬
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
方
々
か
ら
追
悼
の
こ
と
ば
を
戴
き
、
そ
し

て
遺
族
会
や
各
団
体
の
代
表
者
の
方
々
が
白
菊
の
献
花
を
さ
さ
げ
る
の
で
す
。
こ

の
時
に
は
、
市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
代
表
し
て
一
組
ず
つ
の
男
女
も

献
花
し
ま
し
た
。

　
小
・
中
学
生
の
彼
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
戦
争
は
知
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
で
さ
え
、

知
ら
な
い
の
で
す
。

　
戦
後
70
年
、
戦
禍
に
散
っ
た
多
く
の
方
々
の
お
陰
で
今
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄

が
あ
る
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
を
お
互
い
に
肝
に
銘
じ
、
再
び
戦
争
の

惨
禍
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
引
き
締
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平成27年度
市政懇談会開催日の
お知らせ
　市民の皆さんと市長が直接話し合
い、広くご意見やご提案などをいただ
き、市民と行政による住みよい豊かな
まちづくり、地域づくりを進めるため
に、今年も市内16会場（地区公民館
ごと）で開催します。皆さんのご参加
をお待ちしています。回覧版・ホーム
ページ・ケーブルテレビ等でもお知ら
せします。
※ 日程等は、都合により変更になる場
合がありますので、ご了承ください。

NO 地区名 開催日時 開催場所
1 南安岐地区 ７月13日㈪

午
後
７
時

南安岐地区公民館
2 朝来地区 ７月14日㈫ 朝来地区公民館（あさぎりの郷）
3 西武蔵地区 ７月16日㈭ 西武蔵地区公民館（梅園の里コミュニティセンター）
4 西安岐地区 ７月17日㈮ 安岐総合支所
5 安岐地区 ７月22日㈬ 安岐地区公民館（旧漁民センター）
6 武蔵東地区 ７月27日㈪ 武蔵中央公民館
7 武蔵西地区 ７月29日㈬ 武蔵西地区公民館
8 旭日地区 ８月３日㈪ 旭日地区公民館
9 国東地区 ８月４日㈫ アストくにさき（アグリホール）
10 上国崎地区 ８月６日㈭ 上国崎地区公民館
11 富来地区 ８月７日㈮ 富来地区公民館（旧富来中学校柔剣道場）
12 豊崎地区 ８月17日㈪ 豊崎地区公民館
13 来浦地区 ８月18日㈫ 来浦地区公民館（来浦活性化センター）
14 熊毛地区 ８月19日㈬ 熊毛地区公民館（熊毛改善センター）
15 竹田津地区 ８月25日㈫ 竹田津地区公民館（竹田津改善センター）
16 伊美地区 ８月27日㈭ 国見生涯学習センター（みんなんかん）

あなたが　届ける　命のバトン　献血

〈７月の献血日程〉
日にち 時　間 場　所

７月
21日㈫

10時～
12時30分

大分県国東
総合庁舎

14時～
16時30分

国東市民
病院

７月
28日㈫

９時30分～
16時30分

大分県国東
総合庁舎

７月は「愛の献血助け合い運動月間」
　血液は人工的に造ることができず、その機能
を完全に代替できる手段もないため、医療にお
いて輸血は欠かすことのできない治療法となっ
ています。
　また、血液は長期間にわたって保存することができないため、絶
えず誰かの血液が必要となります。皆様のご協力をお願いします。
　献血には安全を守るためにさまざまな基準がありますので、詳し
くは日本赤十字社ホームページをご覧ください。

【問合先】総務課　秘書広聴係　☎0978-72-1111（内線203、204）
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こころを つなぐ まちづくり
　
同
和
問
題
を
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
に
関
わ
る
課
題
と
し
て
、「
そ
の
早
急
な
解

決
こ
そ
国
の
責
務
で
あ
り
、
同
時
に
国
民
的
課
題
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
を
示
し
た
「
同
和
対

策
審
議
会
答
申
」
が
出
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
の
８
月
で
50
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
答
申
が
出
さ

れ
て
か
ら
、
特
別
措
置
法
に
よ
る
環
境
改
善
や
、「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
を
施
行
し
て
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
各
種
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
教
育
・
啓
発
活
動

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
大
分
県
で
は
こ
の
答
申
の
出
さ
れ
た
８
月
を
『
差
別
を
な
く
す
運
動

月
間
』
と
定
め
て
お
り
、
期
間
中
は
県
内
各
地
で
人
権
啓
発
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
国
東
市
と

大
分
県
で
は
左
記
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

　
人
権
問
題
に
関
す
る
理
解
や
関
心
を
深
め
る
機
会
の
一
つ
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

７月は
「社会を明るくする運動」

の強調月間です
●問合先　福祉課　総務係
　　　　　☎0978-72-5164

　“社会を明るくする運動”は、すべての国民が、犯罪や非行の防
止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場
において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする
全国的な運動です。
　罪を犯した人や非行のある少年を励まし、その立ち直りを助け、
すべての人が幸せに暮らせる安心・安全な社会を実現するため、こ
の運動に多くの方々のご賛同とご協力をお願いします。

第
８
回
国
東
市
隣
保
館
ま
つ
り

「
こ
こ
ろ
の
川
柳
」応
募
作
品

☆
た
べ
ち
ょ
く
れ

　
　
友
が
さ
し
だ
す
ト
コ
ロ
天

　

武
蔵
町

　梶

　川

　節

　子

☆
肩
に
手
の

　
　
ぬ
く
も
り
く
れ
る
友
が
い
る

国
東
町

重

光

ア
ツ
子

８
月
は
、「
差
別
を
な
く
す
運
動
月
間
」で
す
。

◆
日
時
　
８
月
４
日
㈫

　
13
時
30
分
〜

　
　
　
　
①
13
時
40
分
〜
15
時
10
分

　
　
　
　
②
15
時
20
分
〜
17
時
10
分

◆
場
所
　
大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

◆
内
容

①
講
演
会

　
　
講
師
：
石い

し

元も
と

　
清き
よ

英ひ
で

さ
ん

　
　
　
　
　（
関
西
大
学
教
授
）

　
　
演
題
： 「
新
し
い
視
点
か
ら
同
和
問
題

を
考
え
る
」

②
映
画

◆
問
合
先

　

　
大
分
県
人
権
・
同
和
対
策
課

　
☎
０
９
７
-
５
０
６
-
３
１
７
６

◆
日
時
　
８
月
21
日
㈮

　
14
時
〜
16
時

◆
場
所
　
武
蔵
中
央
公
民
館

　
　
　
　
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

◆
内
容

○
講
演
会

　
　
講
師
：
畠は

た
け

山や
ま

　
慎し

ん

二じ

さ
ん

　
　
演
題
： 

出
会
い
と
つ
な
が
り
が
未
来
を
ひ

ら
く
〜
身
近
で
当
た
り
前
の
人
権

を
め
ざ
し
て
〜

◆
問
合
先

　
国
東
市
人
権
・
同
和
対
策
課

　
☎
０
９
７
８
-
72
-
０
３
５
４

期
間
中
の
主
な
活
動

　青少年自立サポート団体富田ふれ愛義塾
代表。1984年８月生まれ。大阪府高槻市の
被差別部落に生まれ育つ。小中学校時に自
らが「荒れ」を経験したが、その時に真剣
に寄り添ってくれる教師や大人との出会い
で生き方や考え方が変わる。2008年、青少
年の居場所や、やりがい作りの支援を目的

に「富田ふれ愛義塾」設立。
　また若者が中心となり、舞台交流を通じ、人権や地域課題を
考えるきっかけ作りのイベント『「芽」～人権の芽をみんなで
育てよう～』は、今年で11周年を迎えた。
　現在、富田まちくらしづくりネットワーク幹事、一般社団法
人タウンスペースＷＡＫＷＡＫ監事。

▶畠山慎二さんのプロフィール

差
別
を
な
く
す
運
動
月
間

「
県
民
講
座
」
〜
入
場
無
料
〜

「
第
24
回
差
別
を
な
く
す
仏
の

里
の
つ
ど
い
」
〜
入
場
無
料
〜
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